
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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まちづくり
の課題
(めざすべき

歩行者や自転車が安全に移動できる道路整備がされている

施策名
歩行者や自転車が安全に移動できる道路整備を推進
する

道路課長

No.42

年度

責任部長

主担当課長

自転車は、日常生活における身近な移動手段やサイクリング等のレジャー手段として多くの人々に利用されている。近年では、健康や環
境への意識の高まりを背景に利用ニーズが高まっている。一方で交通事故が減少傾向にある中、自転車対歩行者の交通事故は横ばい
の状況であり、自転車の通行ルールの徹底を図るため、道路交通法の改正により、自転車の歩道通行可能要件の明確化や自転車運転
による危険防止のための講習に関する規定等が整備された。また、登下校時における児童の交通事故防止等の安全対策が求められて
いる。
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徒歩や自転車で道路を安心して移動できると思う人の割合（％）
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現状評価

重要なまちづくりの課題の現状評価シート

公園緑地課、維持課、道水路管理
課、都市計画課
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Ａ
指標「徒歩や自転車で道路を安心して移動できると思う人の割合」は、昨年に引き続き増加しており、
実績値に変動があるものの増加傾向にある。また、指標「歩行者・自転車関連の事故件数」では、減
少傾向にあり、昨年に引き続き目標値を下回っている。これは歩行者や自転車が安全に移動できる道
路整備が着実に進められているためと考えられ、課題は改善されつつある。

長期成果（事業群③） 長期成果（事業群④）長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②）

市民からみた計画の進捗状況

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

次年度の
改善計画

歩行者・自転車関連の交通事故件数（件）

・Ａ判定（改善傾向）

・Ｂ判定（停滞）

・Ｃ判定（悪化傾向）

評価

評価がＢ・Ｃの場合
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